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式開催）．2021，5，14‐16（現地又は WEB 参加），2021，5，20‐6，20（オンデマンド配信）．
第101回日本消化器内視鏡学会総会〈ランチョンセミナー〉．

8 江﨑幹宏：炎症性腸疾患の“腸”を診る．第101回日本消化器内視鏡学会総会（完全 Hybrid 形式
開催）．2021，5，14‐16（現地又は WEB 参加），2021，5，20‐6，20（オンデマンド配信）．第
101回日本消化器内視鏡学会総会〈ランチョンセミナー〉．

9 江﨑幹宏：小腸・大腸疾患に対する消化管造影検査の意義．第39回日本大腸検査学会総会（ハイブ
リッド開催），教育講演．2021，10，1‐2（会場及び WEB 参加），2021，10，2（特別実技デモ
ンストレーション：ライブ配信）．第39回日本大腸検査学会総会抄録集．

10 江﨑幹宏：UC 診療に関する最新エビデンスとトピックス．第76回日本大腸肛門病学会学術集会
（ハイブリッド開催）．2021，11，12‐13（会場開催及びライブ配信），2021，12，3‐20（オンデマ
ンド配信）．日本大腸肛門病学会雑誌 74（9）〈ランチョンセミナー〉．

11 江﨑幹宏，渡辺憲治，小林 拓，武田輝之，大森鉄平，鳥巣剛弘，上村修司，芦塚伸也，志賀永嗣，
久松理一：クローン病術後再発評価に関するカプセル内視鏡評価の意義－全国多施設前向きコホー
ト研究の進捗報告－．GI Week 2021（オンライン開催）．2021，2，19‐21．第14回日本カプセル
内視鏡学会学術集会抄録集．

12 ＊川崎啓祐，根本大樹，勝木伸一，竹澤敬人，前本 遼，井上 健，芥川剛至，田中寛人，佐藤浩一
郎，大森鉄平，高梨訓博，宮倉安幸，松本主之，吉田直久，江﨑幹宏，浦岡俊夫，加藤博之，井上
雄志，山本博徳，冨樫一智：〈大腸腫瘍内視鏡診断の新たな展開〉白色光非拡大内視鏡画像による
大腸 T1b 癌のコンピュータ自動診断システムの診断能病変因子によるサブ解析．第76回日本大腸
肛門病学会学術集会（ハイブリッド開催）．2021，11，12‐13（会場開催及びライブ配信），2021，12，
3‐20（オンデマンド配信）．日本大腸肛門病学会雑誌 74（9）：A91．

13 成瀬尚美，宮原貢一，伊東陽一郎，樋高秀憲，貞島健人，中山賢一郎，窪津祥仁，井手康史，野田
隆博：大腸ステント留置後も安全に化学療法は施行可能である．JDDW2021（ハイブリッド開催）．
2021，11，4‐7（現地及び WEB 参加），2021，11，8‐12，24（オンデマンド配信），2021，11，
7‐12，24（教育講演 e-learning）．第63回日本消化器病学会大会・第102回日本消化器内視鏡学会
総会プログラム・抄録集．

14 下田 良：「大腸腫瘍の拾い上げにおける LCI 観察の有効性～九州多施設研究チーム（GI-Kyushu）
における研究結果から～」．JDDW2021（ハイブリッド開催），サテライトセミナー．2021，11，4‐
7（現地及び WEB 参加），2021，11，8‐12，24（オンデマンド配信），2021，11，7‐12，24（教
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育講演 e-learning）．抄録集．
15 坂田資尚，鶴岡ななえ，武富啓展，島田不律，芥川剛至，下田 良，江﨑幹宏：炎症性消化管疾患

の最前線 多様化する炎症性腸疾患の治療戦略－外科手術も含めて－当院の潰瘍性大腸炎難治例に
対する新規薬剤の治療成績．GI Week 2021（オンライン開催）．2021，2，19‐21．日本消化管学
会雑誌，5（Suppl.）：144．

16 島田不律，武富啓展，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：大腸ポリープに対
する EMR を契機として腹腔内出血を発症した一例．GI Week 2021（オンライン開催）．2021，2，
19‐21．日本消化管学会雑誌，5（Suppl.）：313．

17 武富啓展，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，池田宗平，江﨑幹宏：インフリキシマブ導入8年後
に中枢神経脱髄疾患を発症したクローン病の一例．第12回日本炎症性腸疾患学会学術集会／第59回
日本小腸学会学術集会 同時開催（ハイブリッド開催）．2021，11，26‐27（現地開催及びライブ配
信）．第12回日本炎症性腸疾患学会学術集会プログラム・抄録集，p157．

18 武富啓展，島田不律，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：紫斑に腹部症状が
先行しカプセル内視鏡検査が診断に有用であった IgA 血管炎の1例．GI Week 2021（オンライン
開催）．2021，2，19‐21．The 14th Annual Meeting of the Japanese Association for Capsule Endo-
scopy，p19．

19 ＊田中貴英，藤岡 審，鳥巣剛弘，永井俊太郎，酒見亮介，宗 祐人，都甲和美，古田陽輝，佛坂正
幸，鮫島由規則，西俣伸亮，上村修司，田中啓仁，伊良波淳，金城 徹，鶴岡ななえ，江﨑幹宏：
高齢者潰瘍性大腸炎治療指針の検証 高齢発症潰瘍性大腸炎における悪性腫瘍発症状況の検討 IBD
Quality team データベースより．GI Week 2021（オンライン開催）．2021，2，19‐21．日本消化
管学会雑誌，5（Suppl.）：242．

20 鶴岡ななえ，武富啓展，芥川剛至，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：高齢者潰瘍性大腸炎治療指針
の検証 当施設における高齢者潰瘍性大腸炎治療の現状．GI Week 2021（オンライン開催）．2021，
2，19‐21．日本消化管学会雑誌，5（Suppl.）：236．

21 鶴岡ななえ，武富啓展，坂田資尚，村中友加里，橋口真理子，江﨑幹宏：増殖性化膿性口内炎およ
び壊疽性膿皮症を合併した潰瘍性大腸炎術後回腸嚢炎の一例．第12回日本炎症性腸疾患学会学術集
会／第59回日本小腸学会学術集会 同時開催（ハイブリッド開催）．2021，11，26‐27（現地開催及
びライブ配信）．第12回日本炎症性腸疾患学会学術集会プログラム・抄録集，p159．

22 鶴岡ななえ，坂田資尚：Helicobacter pylori 除菌療法成功10年後に他部位に新病変が出現した胃
MALT リンパ腫の一例．第26回日本ヘリコバクター学会学術集会（ハイブリッド開催）．2021，1，
8‐10（現地開催及びライブ配信）．第26回日本ヘリコバクター学会学術集会 プログラム・抄録集
Page128．

23 ＊浦崎永史郎，武富啓展，島田不律，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：脈管
侵襲を伴った小さな直腸神経内分泌腫瘍（NET：G1）の1例．GI Week 2021（オンライン開催）．
2021，2，19‐21．日本消化管学会雑誌，5（Suppl.）：318．

24 ＊渡辺憲治，樋田信幸，岡 志郎，畑 啓介，斎藤彰一，江﨑幹宏，平井郁仁，浦岡俊夫，樫田博史，
嶋本文雄，味岡洋一，斎藤 豊，池内浩基，岩男 泰，松本主之，田中信治，工藤進英：消化管診
断学の新展開 拡大・超拡大内視鏡診断の最前線 潰瘍性大腸炎関連腫瘍に関する新規内視鏡所見分
類と内視鏡診断アルゴリズムの開発 Navigator Study 2．GI Week 2021（オンライン開催）．2021，
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2，19‐21．日本消化管学会雑誌，5（Suppl.）：138．
地方規模の学会
1 芥川剛至，朝長道人，島田不律，武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：生活習

慣と関連する消化器疾患の新たな展開 大腸 ESD 患者における便秘と生活習慣の関連．第117回日
本消化器病学会九州支部例会／第111回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．
2021，6，11‐12（現地開催及び Live 配信）．日本消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡
学会九州支部例会プログラム・抄録集 117回・111回，p107．

2 江﨑幹宏：IBD の内視鏡診断と鑑別ポイント．第28回日本大腸検査学会 九州支部会（WEB 開催），
特別講演1．2021，8，28．第28回日本大腸検査学会九州支部例会抄録集．

3 江﨑幹宏：IBD の内視鏡診断と鑑別ポイント．第129回日本消化器病学会北海道支部例会／第123
回日本消化器内視鏡学会北海道支部例会（オンラインライブ開催）．2021，9，4‐5（ライブ配信），
2021，9，6‐17（オンデマンド配信）．日本消化器病学会北海道支部例会プログラム・抄録集 123
回，〈ランチョンセミナー〉．

4 江﨑幹宏：ウステキヌマブの有用性の検討と最新エビデンスから見た今後の可能性．第118回日本
消化器病学会／第112回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2021，12，3‐
4（現地開催＋ライブ配信），2021，12，17‐28（オンデマンド配信）．日本消化器病学会九州支部
例会プログラム・抄録集 118回〈イブニングセミナー〉．

5 ○福田智子，白武弥紗，田中 舞，水之江鈴子，鶴岡ななえ，下田 良：内視鏡看護における教育
DVD を作成して 安心・安全な内視鏡検査を目指して．第28回日本大腸検査学会 九州支部会
（WEB 開催）．2021，8，28．日本大腸検査学会雑誌，38（1）：34．

6 ○森美哉子，島田不律，武富啓展，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：高度食
道狭窄を来した胃食道逆流症の3例．第117回日本消化器病学会九州支部例会／第111回日本消化器
内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2021，6，11‐12（現地開催及び Live 配信）．日本
消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 117回・111
回，p129．

7 成瀬尚美，武富啓展，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，岩本修平，與田幸恵，江﨑幹宏：対策型
胃内視鏡検診にて発見された未分化型早期胃癌の一例．第50回日本消化器がん検診学会九州地方会
（完全 WEB 開催）．2021，9，18（ZOOM）．抄録集．

8 下田 良：大腸内視鏡スクリーニングとサーベイランスガイドラインの概要．第50回日本消化器が
ん検診学会九州地方会（完全 WEB 開催），教育講演．2021，9，18（ZOOM）．抄録集．

9 坂田資尚，武富啓展，鶴岡ななえ，真鍋達也，能城浩和，江﨑幹宏：当院の潰瘍性大腸炎治療にお
ける内科と外科の連携．第46回日本大腸肛門病学会九州地方会／第37回九州ストーマリハビリテー
ション研究会（ハイブリッド開催）．2021，10，16（現地開催及びライブ配信），2021，10，20‐31
（オンデマンド配信）．抄録集．

10 坂田資尚，朝長道人，行元崇浩，武富啓展，鶴岡ななえ，成瀬尚美，芥川剛至，下田 良，江﨑幹
宏：急性出血性直腸潰瘍を発症した COVID‐19重症肺炎の1例．第28回日本大腸検査学会 九州支
部会（WEB 開催）．2021，8，28．日本大腸検査学会雑誌，38（1）：35．

11 下田 良：大腸内視鏡検査における画像協調撮影（IEE）・人口知能（AI）の有用性．第28回日本
大腸検査学会 九州支部会（WEB 開催）．2021，8，28．日本大腸検査学会雑誌．
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12 ＊澁木祥太，武富啓展，島田不律，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：出血を
繰り返し，外科的手術を要した回腸真性憩室の1例．第117回日本消化器病学会九州支部例会／第
111回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2021，6，11‐12（現地開催及び
Live 配信）．日本消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄
録集 117回・111回，Page131．

13 ○白水萌子，行元崇浩，朝長道人，成瀬尚美，武富啓展，芥川剛至，鶴岡ななえ，與田幸恵，坂田資
尚，下田 良，相島慎一，能城浩和，江﨑幹宏：胃型十二指腸 SM 癌と腸型十二指腸 SM 癌の併存
を認めた一例．第118回日本消化器病学会／第112回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブ
リッド開催）．2021，12，3‐4（現地開催＋ライブ配信），2021，12，17‐28（オンデマンド配信）．
日本消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 118
回・112回，Page117．

14 島田不律，武富啓展，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：経皮内視鏡的胃瘻
造設後に門脈ガス血症を発症した1例．第117回日本消化器病学会九州支部例会／第111回日本消化
器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2021，6，11‐12（現地開催及び Live 配信）．日
本消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 117回・
111回，Page179．

15 武富啓展，島田不律，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：炎症性腸疾患に対
する診療の現状と将来像 当院潰瘍性大腸炎患者における5‐ASA 製剤の使用状況と不耐例に関す
る検討．第117回日本消化器病学会九州支部例会／第111回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハ
イブリッド開催）．2021，6，11‐12（現地開催及び Live 配信）．日本消化器病学会九州支部例会・
日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 117回・111回，Page72．

16 武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，江﨑幹宏：クローン病における血性バイオマーカーの有用性に
関する検討．第118回日本消化器病学会／第112回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッ
ド開催）．2021，12，3‐4（現地開催＋ライブ配信），2021，12，17‐28（オンデマンド配信）．日
本消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 118回・
112回，Page74．

17 朝長道人，成瀬尚美，武富啓展，行元崇浩，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，相島慎
一，江﨑幹宏：組織学的に Herniation が確認された Sessile serrated lesion の一例．第118回日本消
化器病学会／第112回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2021，12，3‐4
（現地開催＋ライブ配信），2021，12，17‐28（オンデマンド配信）．日本消化器病学会九州支部例
会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 118回・112回，Page148．

18 朝長道人，島田不律，武富啓展，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：異所性
胃粘膜を発生母地とした食道腺癌の1例．第117回日本消化器病学会九州支部例会／第111回日本消
化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2021，6，11‐12（現地開催及び Live 配信）．
日本消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 117
回・111回，Page140．

19 行元崇浩，濱田洋平，三池 徹，坂田資尚，江﨑幹宏：当院における重症 COVID‐19感染症患者
に対する緊急内視鏡診療の現状－3症例の経験を通して－．第118回日本消化器病学会／第112回日
本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2021，12，3‐4（現地開催＋ライブ配信），
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2021，12，17‐28（オンデマンド配信）．日本消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九
州支部例会プログラム・抄録集．

20 ○吉富裕加，武富啓展，朝長道人，成瀬尚美，行元崇浩，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田
良，木戸伸一，江﨑幹宏：DDP‐4阻害薬が原因薬剤と考えらえた collagenous colitis の1例．第
118回日本消化器病学会／第112回日本消化器内視鏡学会九州支部例会（ハイブリッド開催）．2021，
12，3‐4（現地開催＋ライブ配信），2021，12，17‐28（オンデマンド配信）．日本消化器病学会九
州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 118回・112回，Page130．

その他の学会
1 江﨑幹宏：クローン病の長期予後改善を目指して－カプセル内視鏡の可能性－．第20回埼玉 IBD

カンファレンス．2021，1，23．抄録集．
2 江﨑幹宏：UC 最新治療の位置付け．IBD clinical conference seminar 静岡．2021，1，25．抄録集．
3 江﨑幹宏：IBD 治療におけるウステキヌマブの位置付け．第22回 IBD 治療研究会．2021，1，29．

抄録集．
4 江﨑幹宏：クローン病－内視鏡に関する最新の知見－．Crohn’s Disease Expert Meeting in Kyushu．

2021，1，30．抄録集．
5 江﨑幹宏：クローン病の長期予後改善におけるカプセル内視鏡の役割．第19回熊本 IBD セミナー．

2021，2，5．抄録集．
6 江﨑幹宏：クローン病の長期予後改善を目指して－カプセル内視鏡の可能性－．第2回九州 IBD

Circle．2021，2，6．抄録集．
7 江﨑幹宏：UC 最新治療の位置付け．長崎・佐賀 IBD clinical conference seminar．2021，2，8．

抄録集．
8 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎治療の現状と課題．福岡 IBD フォーラム．2021，2，24．抄録集．
9 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎におけるベドリズマブの位置付けを考える．Takeda IBD 全国 Web Semi-

nar．2021，2，26．抄録集．
10 江﨑幹宏：IBD 患者の就労と寛解維持の重要性．Working with IBD Web Seminar．2021，3，1．

抄録集．
11 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎におけるベドリズマブの位置付けを考察する．Takeda IBD Web seminar

in 大分．2021，3，3．抄録集．
12 江﨑幹宏：IBD の内視鏡診断と鑑別ポイント．第40回長崎炎症性腸疾患研究会．2021，3，6．

抄録集．
13 江﨑幹宏：ステロイド依存型 UC を減らすための術を考える．第1回佐賀エリア IBD 診療連携＆

勉強会．2021，3，8．抄録集．
14 江﨑幹宏：Ustekinumab の 1st Bio としての適応を考える－寛解導入効果を中心に－．Stelara

Digital Symposium．2021，3，18．抄録集．
15 江﨑幹宏：クローン病における Ustekinumab の治療戦略－ポジショニングと可能性－．STE-

LARA CD Expert Round Table Discussion．2021，3，30．抄録集．
16 江﨑幹宏：カプセル内視鏡が紐解く小腸疾患の新たな特徴．朝倉内視鏡検査・治療を考える会．

2021，4，13．抄録集．
17 江﨑幹宏：CD におけるベドリズマブの可能性．Crohn’s Disease Expert Meeting in Kitakyushu．
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2021，4，19．抄録集．
18 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎における課題と治療のトピックス．ゼルヤンツ潰瘍性大腸炎適正使用講演

会．2021，4，21．抄録集．
19 江﨑幹宏：UC 診療における最近のトピックス．UC カンファレンス広島．2021，6，3．抄録集．
20 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎におけるウステキヌマブの可能性．ステラーラ潰瘍性大腸炎効能追加1周

年記念講演会 in 宮城．2021，6，5．抄録集．
21 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎診療の診断と治療のトピックス．JAK Academy for ulcerative colitis．

2021，6，24．抄録集．
22 江﨑幹宏：ウステキヌマブの有用性の検討と最新エビデンスからみた今後の可能性．Crohn’s Dis-

ease Web Seminar．2021，6，29．抄録集．
23 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎診療の診断と治療のトピックス．ゼルヤンツ潰瘍性大腸炎適正使用講演会

in 熊本．2021，7，1．抄録集．
24 江﨑幹宏：IBD の内視鏡診断と鑑別ポイント．Niigata IBD Apheresis Conference．2021，7，19．

抄録集．
25 江﨑幹宏：クローン病における Ustekinumab の位置付け．Crohn’s Disease Seminar in Saga．2021，

7，26．抄録集．
26 江﨑幹宏：クローン病における小腸病変評価の意義を考える－カプセル内視鏡の可能性－．令和3

年度沖縄消化器内視鏡会講演会．2021，7，31．抄録集．
27 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎の内科治療戦略－Ustekinumab の位置付け－．Ulcerative Colitis Web

Seminar．2021，8，25．抄録集．
28 江﨑幹宏：CD におけるベドリズマブの可能性を考察する．Takeda IBD 全国 Web セミナー．2021，

9，8．抄録集．
29 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎治療薬ウステキヌマブの可能性．第5回鳥取 IBD 研究会．2021，9，9．

抄録集．
30 江﨑幹宏：IBD 診療における Biomarker の役割を考える．中四国 LRG Forum 2021．2021，9，

24．抄録集．
31 江﨑幹宏：IBD の内視鏡診断と鑑別ポイント．第29回沖縄大腸疾患研究会．2021，9，30．抄録

集．
32 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎治療の最近の話題－アダリムマブの新たな可能性－．HUMIRA users

meeting in Kagawa．2021，10，7．抄録集．
33 江﨑幹宏：UC 診療に関する Tofacitinib の最新エビデンス．ゼルヤンツ潰瘍性大腸炎 m3Web 講演

会．2021，10，20．抄録集．
34 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎の内科治療戦略－Ustekinumab の位置付け－．守口消化器内視鏡懇話会．

2021，10，23．抄録集．
35 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎におけるアダリムマブ高用量投与の意義．HUMIRA Internet Live Semi-

nar．2021，10，26．抄録集．
36 江﨑幹宏：小腸炎症性疾患のＸ線・内視鏡診断．第26回北摂エリア腸疾患勉強会．2021，10，30．

抄録集．
37 江﨑幹宏：中等症－重症 UC に対する基本治療と ADA の新たな可能性．ヒュミラ適応追加記念講
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演会 in 徳島．2021，11，10．抄録集．
38 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎の内科治療戦略－Ustekinumab の位置付け－．潰瘍性大腸炎 Expert

Seminar．2021，11，30．抄録集．
39 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎の内科治療戦略－Ustekinumab の位置付け－．松山 IBD Meeting．2021，

12，17．抄録集．
40 坂田資尚：上部消化管疾患における漢方薬の位置付け．上部×下部消化管領域 KAMPO Web

Seminar．2021，5，18．抄録集．
41 坂田資尚：上部消化管疾患における漢方薬の位置付け．荒尾漢方勉強会．2021，7，15．抄録集．
42 坂田資尚：上部消化管疾患における漢方薬の位置付け 六君子湯の臨床像とは．消化器 KAMPO セ

ミナー in 愛媛．2021，9，2．抄録集．
43 坂田資尚：5ASA 不耐 IBD の治療戦略．佐賀エリア IBD 診療セミナー．2021，6，14．抄録集．
44 坂田資尚：六君子湯の課題と茯苓飲合半夏厚朴湯の可能性．短時間で学ぶ漢方 WEB セミナー．

2021，7，27．抄録集．
45 下田 良：大腸内視鏡診療における BLI／LCI の有用性～臨床研究における拾い上げの有用性を中

心に．第7回京都広小路ライブセミナー（Web 講演会），特別講演．2021，3，6（ZOOM）．抄
録集．

46 下田 良：大腸内視鏡スクリーニングとサーベイランスガイドライン．第43回佐賀胃腸懇話会（ハ
イブリッド開催），基調講演．2021，4，9（現地開催及び ZOOM）．抄録集．

47 下田 良：大腸 ESD における“Theory（セオリー）”の考察．カネカ×FUJI FILM Web セミナー
（WEB 開催）．2021，4，21．抄録集．

48 下田 良：大腸内視鏡スクリーニングとサーベイランスガイドラインにおける腸管洗浄法の在り方．
きれいな腸研究会（WEB 開催），基調講演．2021，5，20．抄録集．

49 下田 良：大腸内視鏡スクリーニングとサーベイランスガイドラインにおける腸管洗浄法の在り方．
大腸内視鏡 web セミナー（WEB 開催）．2021，9，6．抄録集．

50 下田 良：大腸腫瘍の内視鏡治療．大塚製薬社内講演会．2021，11，16，佐賀市．抄録集．
51 鶴岡ななえ，武富啓展，坂田資尚，井樋有紗，江﨑幹宏：症例から学ぶ炎症性腸疾患～MEFV 関

連腸炎～症例提示①．第21回臨床消化器病研究会（WEB 開催）．2021，11，28．第21回臨床消化
器病研究会プログラム Page12．

52 武富啓展：ステロイド依存型 UC を減らすための術を考える．佐賀エリア IBD 診療セミナー．
2021，3，8．抄録集．

53 武富啓展：5ASA 不耐 IBD の治療戦略．佐賀エリア IBD 診療セミナー．2021，6，14．抄録集．
54 武富啓展：IBD における免疫調節薬の使い方を考える．佐賀エリア IBD 診療セミナー．2021，11，

19．抄録集．
55 武富啓展：当院における血性 LRG の有用性の検討．長崎・佐賀 IBD clinical conference seminar．

2021，2，8．抄録集．
56 武富啓展：当院潰瘍性大腸炎患者における血性 LRG の有用性の検討．中四国 LRG Forum 2021．

2021，9，24．抄録集．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

助 教 芥川 剛至 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

三次元培養モデルを用いた膵癌細胞と
脂肪組織の相互作用の解明

780

教 授 江﨑 幹宏 日本医療研究開発機構 免 疫 ア レ ル
ギー疾患実用
化研究事業

（分担）

家族性地中海熱関連腸炎の診断法確立
と病態解明を目指す研究

500

教 授 江﨑 幹宏 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政
策研究事業

（分担）

難治性炎症性腸管障害に関する調査研
究

200

准教授 下田 良 EA ファーマ株式会社 EA 奨学寄附
サポート

（代表）

下部消化管内視鏡検査における酢酸散
布 LCI 観察の有用性

400

医 員 武富 啓展 大塚製薬株式会社 学術研究支援
（奨学寄附金）
（代表）

ペリオスチンは炎症性腸疾患の新たな
バイオマーカーとなりうるか

500

職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

医 員 武富 啓展 第112回日本消化器内視鏡学会九州支
部例会 指導医賞

DPP‐4阻害薬が原因薬剤と考えられた collagenous
colitis の一例

研究助成等

学術（学会）賞
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